
 

平成 28 年 1 月発行 

あけましておめでとうございます 

今年もよろしくお願いします 

野の花は生活介護・就労移行・就労継続Ｂ・相談支援事業とサービスを拡大して

きました。家庭的な雰囲気を大切にしたいという信念のもと取り組んできました。 

利用者も職員も増えて大所帯になり本当に利用者が楽しく利用できているだろ

うかと思うことがあります。９年目を迎える今 立ち止まって原点に立ち返る時で

はないかと思っています。１０年目の記念の年にはしっかりと大地に根を張った 

野の花になっているように今年をイノベーションの年としていきます 

皆様 今後とも野の花への応援をよろしくお願いします。 

 

          管理者   篠塚敦子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

社会福祉法人いいのやま福祉会 野の花 

〒７６２－００８１ 

丸亀市飯山町東坂元１９８７－１ 

０８７７（９８）１７４１ 
野の花の前身「野の花共同作業所」で働かせていただいてから 14 年。 

私事ですが 12 月末で退職します。思い起こせば古い民家で 15 人に満たないメンバーさんと一緒に和気藹々、

笑い声が絶えない、それでいて手は動いて(笑)みんな一生懸命作業をしていました。  

 狭いパン工房や配達、夕方の販売などメンバーさんや保護者の方パートの方などが一丸となって・・・思い

出しただけで胸が熱くなります。 

 それが今や 70 人以上の大所帯。作業の幅も随分広がりました。職員も 30 人以上。作業所から 21 年になる

と思いますが、その中の 14 年間を明るく元気なメンバーさんと共に過ごさせていただいたこと      

に感謝しています。本当にありがとうございました。 

 そしてこれからも進化し続けてください。野の花は永久に不滅です！  

 

「妊娠して思ったこと」  大津奈津美 

出産にあたって、H27 年 12 月末で退職することになりました。野の花には、ボランティアも含めて、8 年近

くお世話になりました。 

私事ではありますが、妊娠をして改めて、親になるということの大変さを実感させられました。今までは、家

族や周りの事を考えながらも、自分自身の事が中心だったように思います。ですが、妊娠して自分一人の体で

はなく、だんだん大きくなってくるお腹に子供が居て、成長しているんだ、と感じると共に、親としての責任

も感じます。 

自身の両親も含め、世の中の母親、父親というのは大変な思いをして子育てをしてきたのだと改めて尊敬し

ます。 その中で、障害を持った方のお母さん方は、どんな思いで、出産や育児に向き合ってきたのだろうか

と考えさせられます。自分自身、仕事上障害を持った人と関わってきたので、障害や病気の事、施設や制度の

事など、少しは知識がありますが、全然知らなかったら、どんなに不安だっただろうか、悩んだのだろうかと

思います。私自身妊娠したことによって今まで知らなかった、妊娠に関する情報を得て、いろいろ理解が深ま

ってきましたが、もっと障害や病気の事なども社会一般的に情報があれば、障害を持ったお母さん方の不安も

少なくなるのではないかと思いました。 

でも、私が今まで関わったたくさんのお母さん方は、皆さん強くて明るかったです。悩んで、苦労された分強

くなられたんだろうなと思います。 

私も、母親になる以上いろいろな不安や心配がつきまといますが、向き合って子供のためにがんばっていき

たいと思います。そして、改めて思うことは、障害があっても、妊娠したお母さんが不安にならないような社

会、産まれてくる全ての子供が幸せで生きやすい社会であって欲しいと願います。 

最後になりましたが、利用者、ご家族、職員、関係者の皆様お世話になり、本当にありがとうございました。 

それぞれの思いがこもったリレーオピニオン。今まで築き上げてきてくれた思いをつないでいき 

ます… お疲れ様でした。そして、ありがとう。 

12 月 12 日（土）に丸亀市飯山総合保健福祉センター２階で恒

例の「冬めきフェスタ」を開催しました。第一部は香川短期大学

生活文化学科生活介護福祉専攻の皆さんと先生によるダンス。音

楽に合わせて学生さんがステージで踊り、小道具を持った参加者

も一緒になって踊り、会場が盛り上がっていました。第二部では、

音楽療法センター「フロイデ」の先生方の音楽セッション。クリ 

会場外のカフェコーナーでは野の花パンを始め、キーマカレー、唐揚げ、

飲み物や縫製品などが沢山。音楽を楽しみお腹もいっぱいになって楽しい時

間を過ごすことが出来ました。出演して下さった皆様を始めたくさんのボラ

ンティアの方々、そしてご来場くださったすべての方に感謝いたします。 

ありがとうございました。 

スマスやお正月の曲を先生が電子ピアノで奏で、参加者は楽器を持ち、隣同志で交換したりしながら

会場全体が一つになったように楽しい時間を過ごしました。そしてイオン坂出からサンタがやってき

て、プレゼントが贈られました。 

 

イオン幸せの黄色いレシートキャンペーン、イオン坂出店、香川看護専門学校、香川短期大学、サニクリーン、 

篠塚昌枝、濵窪あかり、井上紗希、石川あかね、千田允子、美馬貞子、岡本久仁代、山下瑞穂、牛川和典、 

野田登代子、宮井位月、滝典代              敬称略、順不同 

ご厚志ありがとうございます！！ 

杠 真由美 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋の恒例行事「日帰り旅行」、これは野の花の利用者とその家族、そ

して職員それぞれが交流を図るために行われています。今年は丸亀

市共同募金会より保護者会が助成をいただき、10 月に総勢１１０名

が３回に分かれてバスで移動し、倉敷美観地区散策と畠山製菓でせ

んべい焼き体験をしてきました。普段交流の少ない保護者の方々が

車内や食事の時に情報交換をし、保護者が職員の働きぶりを観察す

る。そんな貴重な体験ができるのが日帰り旅行です。また家族や自

分のお土産を選ぶのも旅行の醍醐味。バスで帰って来た時にはたく

さんの笑顔とお土産袋を皆がさげて帰ってきました。また来年もた

くさんの方々と交流が出来ることを楽しみにしています。 

就労継続 B 型では今年度より専門家派遣事業の申請

をし、手作りパン工房の店の見せ方を学んでいます。

季節のイベントごとに装飾を一緒に考えていただき、

学んだことを実践。次回に評価してもらうことで私た

ちも改善していかなければならない気持ちにさせら

れます。同じ場所でも空間や奥行などを上手く使うこ 

とでまるで別の印象を与えることが出来ることに驚いています。また人の目を引

きつける飾りも手作りすることで予算を抑えることができます。ちょっと目を引

く飾り付けでまずはお店に来ていただくこと。入ってみれば、おいしいパンとか

わいい設
しつら

えのカフェコーナーもあります。手作り製品も並んでいます。少しずつ

変わりゆく店内をぜひ見に来てください。 

 

生活介護では 11月の 5日～17日までの間で 5グループに分かれてドラ

イブ外出に行きました。行き先は「道の駅ことなみエピアみかど」です。

まんのう町（旧琴南町）の山の方で、道の駅を越えると徳島県に入るほど

の山合いです。施設から道の駅まで約 40 分。運転した職員は疲れたかも

しれませんが、利用者さんたちは車内から景色を眺めて楽しんだり、午前

中の活動の疲れからか気持ちよく寝ている利用者もみられました。 

 目的はドライブだけでなく道の駅でのお買い物も。各自でジュース代を持参し、好きなジュースを探しました。

自販機がたくさんあって「何を買おうか」迷っていたり、好きなジュースを見つけて笑顔で教えてくれたりし

ました。それぞれに選んだジュースを休憩所で飲みいざ、紅葉散策。赤く染まったもみじや紅葉中の山々を 

バックに記念撮影。笑顔で嬉しそ

うな表情を見せてくれて、とても

良いドライブ外出となりました。

次はどこに行こうかな～と模索

中です。 

 

ゆうあいピック卓球大会がありました。野の花から、８名の選手が出場しまし

た。みんな真剣な表情で頑張っていました。勝った選手、負けた選手色々でした 

 

12 月に入り冷たい雨が降ったり、11 月の陽気だったりと体調管理が大変な時期になりました。そんな中、

就労移行支援を利用されている Oさんが 12 月 7日から 20日まで 2週間の職場実習に行ってきました。実習

内容は、日産プリンス香川販売善通寺店で、整備が終わった車の洗車後の水の拭き上げと車内清掃です。ピ

カピカにしてお客様にお返しします。まず、濡れた車体を雑巾でガラス、ボディーと順番に拭いていきます。

それが終わると車内の清掃に入ります。ガラスクリーナーでガラスを拭き、ハンドルやダッシュボードを丁

寧に拭きます。特にガラスは曇りが無いよう丁寧さが求められます。最後にマットや床の砂などを掃除機で

吸い取ります。お父さんやお母さんの車の掃除を手伝ったことがある方ならお分かりだと思いますが、やっ

てみると思いの外細かい作業です。Oさんは、最初 1台 1時間近く掛って仕上げていました。実習終盤には、

35 分から 40 分ぐらいまで時間短縮することが出来ました。作業手順を細かく決め、 

それをきちんと覚え実行することができました。店長や工場長から作業については、

高い評価を得ることができましたが、苦手とするコミュニケーションの難しさを指摘

されました。わずか 2週間、実質 10日間の実習では従業員さんにも慣れることが出来

ず、即採用とはいきませんでしたが、今回のこの実習で見えてきた課題を今後の支援

につなげていこうと思っています。 

が、みんなが楽しく参加することができ嬉しかったです。 

そして野の花では山本さんが女子 3 部で 5 位入賞すること 

ができました。おめでとうございます。皆さん練習の成果を十分発揮することが出来ま

した。来年度の卓球大会でも皆さんが一回でも多く勝てるように練習に励んでもらいた

いと思います。お疲れ様でした。 

 

就労継続 B型 生活支援員：田島
た じ ま

 男
だん

 

出身は群馬県です。結婚を機

に香川県に移住しました。今

年 45 歳になります。これま

で群馬、東京、北海道、静岡

と暮らし、そして香川に来る 

事務員：矢野
や の

 徹
とおる

 

願いします。普段は事務所にいることも多いの

で利用者の方と接する機会が多いわけではあり

ませんが皆さんと仲良くなれるように明るく笑

顔で頑張ります！ 

 

12 月より勤務しております、矢

野と申します。福祉の仕事とい

うのが未経験なのでご迷惑をお

掛けすることもあるかとは思い

ますがご指導の程、よろしくお 

前は伊良部島という沖縄県の離島で 10 年、宿と

カフェをやっていました。これまでつちかった

様々な経験や知識を生かせればと思いますが、

まずは一歩一歩こちらでのお仕事を勉強させて

頂きたく存じます。よろしくお願い致します。 

 


